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2016 年度 冬学期 東京大学大学院工学系研究科都市持続再生学コース（まちづくり）syllabus 
都市社会論（都市経営基礎第４）                                          
                                    担当 似田貝 香門 
                                                                              祐成  保志 
開講日 2016/09/30～2017/02/03 ２０１６年 A1A2 ターム 
金曜日 ７限：２０：１０～２１：３５（８５分） 
工学部 14 号館 141 講義室（1 階） 
 
《講義の目的》 
担当者は何れも、都市社会学、地域社会学を専門にしている。特定の状況下に構想、実践される、〈まちづくり〉

という地域社会の一定の範囲の特異な共同的実践を、社会学的に考察、分析する方法を論じる。そしてそこから、

建築系、都市計画系の専門領域への相補的なメッセージを受講者との相互的対話によって生み出すことを企図と

したい。 
数年の経験に鑑み、今年度から、講義者と受講生との双方向的なコミュニケーションを図り、テーマとそこでの

課題や論点を共有するため、大きなテーマ終了後の次の回に、〈中間的考察〉という時間を設定する。 
 
Ⅰ．都市社会論 
《都市とは何か。都市はどのように形成されてきたか。近代都市社会について社会学者は何に関心を持ち、どの

ようなテーマが提起されたか。現代都市の都市計画と都市生活との接点としての都市住宅の社会論からの接近の

紹介等を論ずる》 
１．都市とは何か               似田貝香門                       2016/09/03 
２. 近代都市の社会問題と社会調査            似田貝香門            2016/10/07 
  ―新都市社会学の問題提起と英国を中心とする社会学的ハウジング研究の形成    
３．新都市社会学とハウジング研究       祐成 保志                        2016/10/14 
４．都市居住の社会史            祐成 保志            2016/10/21                                          
   
Ⅱ．〈まちづくり〉と運動と活動；戦後日本のまちづくりの史的概括 
《倉敷の保存運動（1948）から、６０年代の公害反対運動、今日の都市景観形成や阪神・淡路大震災、東日本大

震災以降の〈まちづくり〉の NPO 活動に至るまでの、法的展開や、運動・活動によって形成された特異な論理

などを、〈まちづくり〉の史的概括表を共通の素材として扱いながら論ずる》。 
５．戦後復興と地域・まちづくり運動          似田貝香門                        2016/10/28 
６．住民運動と地域開発の中の〈まちづくり〉  似田貝香門                        2016/11/04 
７．70 年代～80 年代の〈まちづくり〉     祐成 保志            2016/11/11 
  ―世田谷にみる、都市計画、コミュニティケア、アート・デザインの接点 
８．80 年代～90 年代の〈まちづくり〉     三浦  倫平(Guest Speaker)     2016/11/18 
  ―下北沢の住民運動と〈まちづくり〉 
Ⅲ.〈まちづくり〉のテーマ群 
《〈まちづくり〉という市民・住民活動を基盤として、都市計画法等やそれを運用する行政、専門家を含む他の

関係人々を巻き込む特異な集合行動を、主として社会学的視点から、論ずるためのテーマ、概念・用語等につい

て概観する》 
Ⅲ－１ 〈まちづくり〉と市民事業  
９．住民セクター主役のコミュニティが生むまちづくりと新コミュニティ経済循環の創発  

        林  泰義 （Guest Speaker）     2016/11/25  
10．〈災害時経済〉Disasters-Time Economy からの復旧・復興の地域社会の経済秩序の複数性 
  －新たな〈モラル･エコノミー〉と〈ボランティア経済（圏）〉を求めて 

似田貝香門            2016/12/02 
11. 住宅供給と居住支援               祐成 保志            2016/12/09  
Ⅲ－２ 〈まちづくり〉のプログラム実践とその物的基盤（現代コモンズ） 



 〈まちづくり〉の運動・活動において、公共施設、公共管理地、私的所有地等をコモンズ化することが時に必

要。伝統的概念たる「コモンズ」を現代化する意義とその戦略を論ずる。《同意・合意、「事前復興」、ダブルバ

インド、街並み誘導型地区計画、「自生的秩序」、「プログラム実践」、法の初源に遡る行為、「まちづくり協定」、

「まちなみ協定」等の〈まちづくり〉制度と活動・運動の緊張・対立・共存・並立などのダイナミックな過程を

社会学的に論ずる》 
12. インボルーションと〈まちづくり〉       森反  章夫（Guest Speaker）  2016/12/16 
13. 市民事業とコモンズ 市民基金とその運営  似田貝香門           2017/01/06           
14. 現代コモンズとローカル・ガバナンス論    森反 章夫（Guest Speaker）    2017/01/20 
 
Ⅳ 聴講者報告＋総括講義 
15．聴講者報告１                              似田貝・祐成                   2017/01/27  
16. 聴講者報告２+総括講義                   似田貝・祐成                   2017/02/03 
                
 


